
品川区緑豊かな街なみづくり助成要綱
   制定 昭和63年 3月 4日 区長決定  

              改正 平成 8年 4月 1日 区長決定 平成 8年要綱第 79号 

              改正 平成21年 3月25日 部長決定  平成21年要綱第154号 

                          改正 平成24年 4月 1日 部長決定  平成24年要綱第154号 

改正 平成25年10月28日 区長決定  平成25年要綱第148号 

改正 平成27年 2月 3日 部長決定  平成27年要綱第 64号 

改正 平成27年 9月 3日 区長決定  平成27年要綱第471号 

改正 平成31年 2月19日 区長決定  平成30年要綱第 28号 

 （目的）

第１条 この要綱は、品川区みどりの条例（平成６年品川区条例第１９号。以下「条

例」という。）第１９条の規定に基づき、接道部の緑化を行う者に対し、その造

成に必要な経費の一部を助成することにより、緑ゆたかな美しい都市景観形成の

推進を図ることを目的とする。 

 （定義）

第２条 この要綱において、次の各号に揚げる用語の意義は、当該各号に定めると

ころによる。 

(1) 接  道  部  道路（公道に準ずる私道等を含む。）に接する敷地のう

ち、道路から奥行き５ｍ以内で常時目視することができる

部分（道路からの高低差が３ｍ以内のもの）

(2) 植  込  幅  接道部（道路から奥行き５ｍ以内）のうち、緑化されて

いる部分

（対象者）

第３条 施主となる者は、次の各号のいずれかに該当する土地を所有または管理す

る者（以下「所有者等」という。）のうち接道部を２ｍ以上緑化する者とする。 

(1)  住宅の敷地 

(2) 事務所・事業所の敷地 

(3) 工場・倉庫の敷地 

(4) 駐車場 

(5) 前各号に掲げるもののほか、区長が特に必要と認めるもの

２ 前項の規定にかかわらず、国、地方公共団体または公社公団等の公共的機関な

らびに品川区中高層建築物等の建設に関する開発環境指導要綱（平成２４年品川

区要綱第１１５号）の適用をうける事業者および条例第１３条に基づく緑化計画

書の提出を義務付けられた事業者は、対象としない。



（対象工事）

第４条 助成金の交付対象となる事業については、次の各号の通りである。 

(1) 接道部への生垣または植栽とする。ただし、一定の条件を満たす場合、植込縁石、

フェンスを併設することができる 

(2) 植込縁石、フェンスと植栽を併設する場合は、申請する距離の１/２以上が緑化さ

れることを原則とする 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号については対象外とする。

(1) 建築基準法（昭和２５年法第２０１号）第４２条２項に該当する道路で、その中

心線より２ｍ未満の範囲および角切り部分を範囲とする事業 

(2) 品川区コンクリートブロック塀安全化支援事業実施要綱の助成対象となるブロッ

ク設置およびフェンス設置事業 

 （接道部緑化の基準）

第５条 助成金の交付対象となる接道部緑化の基準は、別表に掲げるとおりとする。

（交付額）

第６条 区長は前条の基準を満たすものに対し、下表に定めるところにより算定し

た額の合計と助成対象となる工事に要した費用の合計の、いずれか小さい額を助

成することができる。

     工 事 種 別         寸 法    助 成 額

 生垣・植栽  生垣（垣根のないもの)  Ｈ＝0.9ｍ以上 ２８，０００円/m 

 中・高木  Ｈ＝1.5ｍ以上 ２６，０００円/m 

 低 木  Ｈ＝1.5ｍ未満 ９，０００円/m 

 植込縁石 
    設置

 化粧ﾌﾞﾛｯｸ､ﾚﾝｶﾞ 等  Ｈ＝0.5ｍ以下 
２６，０００円/m 

 フェンス 

    設置

 ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌｪﾝｽ 等  Ｈ＝1.1ｍ以下 １６，０００円/m 

 垣根（四ツ目垣等）  Ｈ＝1.1ｍ以下 ６，０００円/m 

備考⑴ 助成延長の補助率は、接道部緑化の長さ５０ｍまでは１０／１０、 

    ５０ｍを超え１００ｍまでは１／２、１００ｍを超える分については 

    １／３とする。 

    ⑵ フェンス設置の際、当該フェンスの高さがＨ＝1.1ｍを超える場合、

植栽のみを助成対象とする。 

   ⑶ 助成延長の算定にあたり、１０㎝未満は切り捨てる。 

(4) 交付額の算定にあたり、１００円未満は切り捨てる。 



 （申請）

第７条 助成金の交付を受けようとする所有者等は、あらかじめ緑豊かな街なみづ

くり助成金交付申請書（第１号様式）を提出しなければならない。 

（交付決定）

第８条 区長は、助成金の交付申請があったときは審査を行い、助成金を交付する

ことが適当と認められるときは、緑豊かな街なみづくり助成金交付決定通知書（第

２号様式）により所有者等に通知するものとする。 

 （計画変更）

第９条 前条の通知を受けた所有者等は、助成金の交付決定通知を受けた後、接道

部緑化の計画を変更する場合、緑豊かな街なみづくり助成金交付変更申請書（第

３号様式）を提出しなければならない。 

２ 区長は、前項により計画変更の申請があったときはこれを審査し変更内容が適

当と認められるときは、緑豊かな街なみづくり助成金交付変更通知書（第４号様

式）により所有者等に通知するものとする。 

 （計画中止）

第１０条 第８条の通知を受けた所有者等は、助成金の交付決定通知を受けた後、

接道部緑化の計画を中止したときは、緑豊かな街なみづくり計画中止届（第５号

様式）を提出しなければならない。 

２ 区長は、前項により緑豊かな街なみづくり計画中止届が提出されたときはこれ

を確認し、交付決定取消通知書（第６号様式）により所有者等に通知するものと

する。 

（完了実績報告書）

第１１条 第８条の通知を受けた所有者等は、工事完了後２０日以内に緑豊かな街

なみづくり完了実績報告書（第７号様式）を提出しなければならない。 

 （請求）

第１２条 完了実績報告書を提出した所有者等は、前条の緑豊かな街なみづくり完

了実績報告書とともに、請求書（第８号様式）により助成金の請求をするものとす

る。 

 （交付）

第１３条 区長は、前条の規定に基づき所有者等から助成金の請求が出された場合

は、速やかに助成金を交付するものとする。



 （所有者等の責務）

第１４条 助成金の交付を受けた所有者等は、積極的に緑化部分の保護、育成に努 

め適正な管理を行わなければならない。 

 （返還）

第１５条 助成金の交付を受けた所有者等は、工事完了後５年以内にこの要綱の目 

的に反する改修を行った場合、助成金の全額または一部を遅滞なく区に返還しな

ければならない。ただし、区長が特別な理由があると認める場合はこの限りでな 

い。

 （報告書の提出）

第１６条 区長が必要と認めたときは、助成事業について調査し、またはその所有 

者等に報告を求めることができる。 

 （規則の適用）

第１７条 この要綱に定めるものの他、助成金の交付、返還等に関し必要な事項に 

ついては品川区補助金等交付規則を適用する。 

 （委任）

第十九条 この要綱の施行に関し必要な事項は、別に防災まちづくり部長が定める。 

   付 則

 この要綱は、昭和６３年４月１日から施行する。 

   付 則

 この要綱は、平成８年４月１日から施行する。

付 則

 この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

付 則

 この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

付 則

 この要綱は、平成２５年１２月１日から施行する。

付 則

 この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

付 則

 この要綱は、平成２７年１１月１日から施行する。

付 則

 この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 



別 表 

接 道 部 緑 化 基 準

１ 植栽、植込縁石（構造物）、フェンス等の基準は、下表のとおりとする。 

     設 置 基 準      植 栽 基 準

生 垣

  ・高さ 0.9ｍ以上 

  ・長さ 2.0ｍ以上（連続したものに

限る。） 

植込縁石（構造物）

  ・長さ  2.0ｍ以上 

  ・高さ 敷地からの高さが0.5ｍ以下

植込幅

  ・幅  縁石を除いて0.3ｍ以上 

フェンス、垣根

  ・高さ 1.1ｍ以下（植込縁石併設の

場合は、植込縁石の高さを

含む。） 

 ＊ 植込縁石、フェンス等は景観を考慮

  し良質の材料で、耐久性の高いものを

  使用すること。 

 ＊ フェンス、垣根は外から緑化部分を

  見通すことができるものとする。ただ

し、敷地からの高さが、50㎝以下のもの

については、この限りではない。 

 ・ 生垣植栽は、葉張りが接するよ 

  うに列植してあり、総本数が４本 

  以上あるものをいう。 

 ・ 中木植栽は、高さが1.5ｍ以上 

  の単独木をいう。 

 ・ 低木植栽は、高さが1.5ｍ未満 

  の単独木および列植してあるもの 

  をいう。 


